【環境に優しい農業推進対策事業】
萩市環境にやさしい農業資材導入支援事業（令和８年度新規）
１　事業概要
農業における環境負荷の低減を図り、持続可能な農業を推進するため、化学肥料及び化学農薬の使用の低減に資する環境に配慮した農業技術への転換（新規導入）にあたり、転換初年度に必要な資材の経費に対し、予算の範囲内で支援します。
２　対象者
（１）次に掲げる者の内、いずれかであること。
① 萩市内に住所を有し、萩市内で農業を営む者
　　　② 萩市内に主たる事業所があり、萩市内で農業を営む法人
　　　③ ①又は②の者を含む、代表者の定め及び団体規約、団体名義の金融機関口座を有する任意団体
（２）申請年度中に、環境保全型農業直接支払交付金その他これに類する補助金の交付を受けていないこと
　（３）萩市内の農地で出荷又は販売を目的として農産物を栽培する者
　（４）次に掲げる認定又は認証の内、いずれかを受けている者又は申請年度内に当該認定又は認証を受ける　　ことが確実であると認められる者
①「エコファーマー」もしくは「みどり認定」の認定
②「エコやまぐち農産物」の認証
③「有機ＪＡＳ」の認定
　（５）申請者及び団体を構成する農業者全てが市税等を滞納していないこと
３　補助率・補助金の額
対象事業費（税抜き）の1/２以内　※交付上限額１０万円（千円未満切り捨て）
４　補助対象となる事業内容等
　　　環境負荷低減技術への転換に伴い、転換初年度に導入に要する資材の購入経費とし、該当技術は別表に定めるとおりとする。ただし、次に掲げるものを除く。
（１）機械及び施設整備
（２）堆肥及び緑肥作物
（３）通常の営農継続に要する資材の購入及び既存取組の継続又は拡大に係る資材の購入
（４）品質向上又は収量増加のみを目的とする資材の購入
（５）国、県又は市から他の補助金の交付を受けて購入する資材
５　下記事項について誓約すること
・本申請内容に係る取組は、通常の営農活動として継続的に実施しているものではなく、環境負荷低減技術への転換初年度の取組である。
・法令又は要綱に違反した場合や虚偽の申請その他不正の行為により補助金の交付を受け、又は受けようとした場合は補助金額を返還する。
６　その他
採択にあたっては、取組面積の他、環境負荷の低減の取組内容等について総合的に判断し、事業採択を行うこととします。
要望多数の場合は、審査の結果、不採択となる場合がありますのでご了承ください。
（別表）　補助対象となる事業内容等　　※斜字 は要綱上の記載内容　　※対象資材等は一例のため、ご相談ください
	技術区分
	技術名
	技術の内容
	対象資材

	化学肥料低減技術
	肥効調節型肥料施用技術
	肥効調節型肥料を施用し、肥料利用効率の向上及び化学肥料の低減を図る技術
肥料の品質の確保等に関する法律（昭和２５年法律第１２７号）第２条第２項に規定する普通肥料のうち、アセトアルデヒド縮合尿素、イソブチルアルデヒド縮合尿素、オキサミド、石灰窒素、被覆加里肥料、被覆窒素肥料、被覆複合肥料、ホルムアルデヒド加工尿素肥料若しくは硫酸グアニル尿素、これらの肥料の１種以上が原料として配合されるもの又は土壌中における硝酸化成を抑制する材料が使用されたものを施用する技術
	被覆肥料、化学的緩効性肥料、硝酸化成抑制材入り肥料

	
	有機質肥料施用技術
	有機質肥料を施用し、化学肥料の低減を図る技術
有機質（動植物質のものに限る。）を原料として使用する肥料を施用する技術
	動物由来、植物由来、海洋由来、発酵系有機質肥料
（魚粉肥料、油かす肥料、有機配合肥料等）
※萩市土づくり対策事業補助金の対象となる堆肥及び緑肥を除く

	化学農薬低減技術
	除草用動物利用技術
	動物を利用して雑草管理を行い、除草剤の低減を図る技術
有害植物を駆除するための小動物（アイガモ、コイ）の農地における放し飼いを行う技術
	除草用動物（アイガモ、コイ）利用に必要な資材

	
	生物農薬利用技術
	生物農薬を利用し、化学農薬の低減を図る技術
農薬取締法（昭和２３年法律第８２号）第２条第２項の天敵であって、同法第３条第１項又は第３４条第１項の登録を受けたものを利用する技術
	天敵及び微生物殺虫資材、ＢＴ剤、病害防除用微生物資材等

	
	対抗植物利用技術
	対抗植物を利用し、病害虫の発生抑制を図る技術
土壌中の有害動植物を駆除し、又はそのまん延を防止する効果を有する植物を栽培する技術
	対抗植物種子
（マリーゴールド種子、クロタラリア種子、エンバク種子等）

	
	天然物質由来農薬　利用技術
	天然物質由来の農薬を利用し、化学農薬の低減を図る技術
有機農産物の日本農林規格附属書Ｂに掲げる農薬（有効成分が化学的に合成されていない物に限る）を利用する技術
	天然物質由来農薬
（ハッパ乳剤、マシン油乳剤、硫黄剤等）

	
	熱利用土壌消毒技術
	熱を利用して土壌消毒を行い、化学農薬の低減を図る技術
土壌に熱を加えてその温度を上昇させることにより、土壌中の有害動植物を駆除する技術
	太陽熱土壌消毒用マルチ等

	
	光利用技術
	光を利用して病害虫の発生抑制又は防除を行い、化学農薬の低減を図る技術
有害動植物を駆除し、又はそのまん延を防止するため、有害動植物を誘引し、若しくは忌避させ、又はその生理的機能を抑制する効果を有する光を利用する技術
	黄・緑・赤色忌避灯、シルバーテープ、反射テープ、紫外線除去フィルム、黄色（青色）粘着版、炭酸カルシウム微粉末剤等

	
	被覆栽培技術
	被覆資材を利用して病害虫の侵入防止を図り、化学農薬の低減を図る技術
農作物を有害動植物の付着を防止するための資材で被覆する技術
	被覆栽培に必要な資材
雨よけ資材、トンネル資材、べたがけ資材、防虫・防風ネット等

	
	フェロモン剤利用技術
	フェロモン剤を利用して害虫防除を行い、化学農薬の低減を図る技術
農作物を害する昆虫のフェロモン作用を有する物質を有効成分とする薬剤であって、農薬取締法第２条第１項又は第１５条の２第１項の登録を受けたものを使用する技術
	フェロモン資材（交信かく乱剤、フェロモン剤等）

	
	マルチ栽培技術
	マルチ資材を利用して雑草抑制等を行い、環境負荷低減を図る技術
土壌の表面を有害動植物のまん延を防止するための資材で被覆する技術
	マルチ資材（紙マルチ、ビニールマルチ類、わら類、被覆植物等）

	環境負荷低減技術
	プラスチック資材　排出抑制技術
	土壌微生物によって分解される資材を使用することにより、廃プラスチック類の排出抑制を抑制する技術
	生分解性マルチ、生分解性ポット等（日本バイオプラスチック協会が認定する生分解性プラ識別表示制度の認定を受けている製品に限る）





令和８年度　環境にやさしい農業資材導入支援事業
事業要望調査表
	ﾌﾘｶﾞﾅ
氏　　名
（農業者ｸﾞﾙｰﾌﾟの場合は名称及び代表者名）
	

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	区　　分
	□　エコファーマー／みどり認定（品目：　　　　　　　　）　□　エコやまぐち農産物（品目：　　　　　　　　）
□　有機ＪＡＳ（品目：　　　　　　　　）

	生年月日・年齢
	昭和・平成　　　　　年　　　　月　　　　日（　　　　歳）

	住　　所
	〒　　　　－

	連絡先（電話番号）
（連絡の取れるもの）
	自　　宅　　　　　　　－　　　　　　－　　　　　　　　　
携帯電話　　　　　　　－　　　　　　－
Ｆ Ａ Ｘ              －　　　　　　－

	要望する事業及び整備内容等

	
■想定事業費
　　総事業費（税抜）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　円

■事業内容
　①　導入技術に関する内容（複数選択可）　裏面（又は別紙）に記載のとおり

　②　事業の目的等
（環境にやさしい農業の取組内容、導入する資材の必要性、技術転換の内容、事業の効果等について記載）
	（例）天然物質由来農薬利用技術に転換するため、ハッパ乳剤を導入し、うどんこ病対策を行う。これにより、化学農薬の使用量を現行より２割以上低減する。






　③　誓約事項（事業要件）
□　本申請内容に係る取組は、通常の営農活動として継続的に実施しているものでは
なく、環境負荷低減技術への転換初年度の取組である。

※導入資材（導入技術）の内容が確認できる見積書・カタログ等を添付してください。　


[bookmark: _Hlk52191150]※本調査はあくまでも要望調査です。
ご要望いただきましても必ず採択されるものではありませんので、あらかじめご了承ください。　　　　　　　　　　　　　　※裏面も記載して下さい。
①　導入技術に関する内容（複数選択可）　※同一技術に対し、複数品目もしくは複数資材を導入する場合は分かるように記載すること
	技術区分
	技術名
	導入する技術
	品目
	導入資材
	使用時期
	使用目的

	化学農薬低減
	天然物質由来農薬利用
	☑
	きゅうり
	ハッパ乳剤
	６～８月頃
	うどんこ病対策

	化学肥料低減
	肥効調節型肥料施用
	□
	
	
	
	

	
	有機質肥料施用
	□
	
	
	
	

	化学農薬低減
	除草用動物利用
	□
	
	
	
	

	
	生物農薬利用
	□
	
	
	
	

	
	対抗植物利用
	□
	
	
	
	

	
	天然物質由来農薬利用
	□
	
	
	
	

	
	熱利用土壌消毒
	□
	
	
	
	

	
	光利用
	□
	
	
	
	

	
	被覆栽培
	□
	
	
	
	

	
	フェロモン剤利用
	□
	
	
	
	

	
	マルチ栽培
	□
	
	
	
	

	環境負荷低減
	プラスチック資材排出抑制
	□
	
	
	
	



